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本資料の取り扱いについて 

 
 本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通

しに関する記述は、本資料の日付時点の情報に基づいて作成されています。これ
らの記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。このような将来
予想に関する記述には、既知及び未知のリスクや不確実性が含まれており、その
結果、将来の実際の結果や業績は、将来予想に関する記述によって明示的又は黙
示的に示された将来の結果や業績の予測とは大きく異なる可能性があります。 

 
 これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内及び

国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界の動向などが含まれます
が、これらに限定されるものではありません。 

 
 また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づ

いております。 
 
 本資料は、情報提供のみを目的として作成しており、日本、米国、その他の地域

における有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。 
 
 本資料は、決算説明会の書き起こしをもとに作成したものですが、情報の正確性

や内容の伝わりやすさを担保することを目的として、一部編集を加えておりま
す。編集の範囲は、数字や事実関係の明確化、接続詞や言い回しの調整、文法の
補正などに留めており、発言の趣旨を損なわないよう配慮しております。 

 
 なお、決算説明会の動画は下記 URL からご覧いただけます。 

https://vimeo.com/1099810885 
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今回の決算説明会におけるハイライト 

１． 学生向けサービスが牽引し、売上・利益ともに成⻑ 

- 売上高は 6.3 億円（前年同期比+16.8%）、営業利益は 3.0 億円（同+32.2%） 

- Goodfind の会員利用・マッチング精度改善により、学生向け売上は+24.4%で伸⻑ 

- 社会人向けサービス、メディア・SaaS 分野は引き続き苦戦 

２． Goodfind の成⻑を⽀える前受⾦構造の健全性と拡⼤ 

- 前受金残高は 5.34 億円（前年同期比+1.9 億円、+55.4%）と大きく増加 

- 契約サービス型が 4.03 億円（+1.86 億円）、成功報酬型は 1.30 億円で前年並み 

３． 販管費は抑制的に推移し、営業利益率は 48.4%に上昇 

- 販売費および一般管理費は 3.18 億円（前年同期比+6.1%）で安定運用 

- 筋肉質な費用構造を維持しながら、収益性の高いモデルへと転換進行中 

４． 第 2〜第 4 四半期に向けた成⻑モメンタムの継続が課題に 

- Q1 は新卒入社の 4 月に伴う季節的利益集中がある一方、他四半期は変動が大きい 

- 社会人・メディア SaaS 領域の復調を含め、持続的な成⻑モデルの確⽴が焦点 

５． 「営業利益が持続成⻑する付加価値の⾼い事業」への転換期 

- 経営体制 3 年目の大改革期として、Goodfind の基盤強化・組織変革を推進 
- 中期的には人的資本投資や事業マネジメントの強化を通じて、⻑期成⻑を目指す 
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北川 裕憲氏（以下、北川）：それでは定刻になりましたので、スローガン株式会社 2026 年 2
月期第 1 四半期決算説明会を開催させていただきます。本日はお忙しい中、弊社の決算説明会
にご参加いただき、誠にありがとうございます。 
 
まず最初に事務連絡ですが、本日 Zoom のウェビナー形式で実施しておりまして、Q&A の機
能から随時ご質問を受け付けております。質疑応答は説明の最後に時間を設けておりますが、
説明の途中でもご質問があればお気軽に投稿いただければと思います。 
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次回以降の決算説明会の予定についてもご案内いたします。本日 7 月 8 日の第 1 四半期説明会
に続きまして、第 2 四半期は 10 月 7 日（火）、第 3 四半期は 1 月 6 日（火）、通期決算説明
会は 4 月 7 日（火）を予定しております。これらのスケジュールは変更となる場合がございま
すが、基本的にはこのスケジュールで進行予定です。1 ヶ月前を目処に改めて正式な日程をご
案内いたします。 
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また、弊社の IR 情報は、当社ウェブサイトに加え、IR メール配信サービス、QA Station とい
うツールを活用しております。IR メールにご登録いただければ、適時開示情報や決算資料を受
け取ることができます。QA Station では過去の決算説明会の質疑応答を閲覧することもできま
すので、併せてご活用いただけますと幸いです。 
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会社概要 

 
 
北川：会社概要につきましては、既に開示されている内容と変更がないため、簡略化して進め
させていただきます。 
 
改めまして、弊社のミッションは「人の可能性を引き出し 才能を最適に配置することで 新産
業を創出し続ける。」でございます。少子高齢化や労働人口の減少といった社会課題に対し、
人的資本の可能性を引き出すことで社会に貢献するということを重視しており、このミッショ
ンのもとで事業を推進しています。  
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事業としては、新卒向けの「Goodfind」を主軸としながら、人材・採用・育成といった人に
関 す る 領 域で 複 数 の サー ビ ス を 展開 し て い ます 。 例 え ば、 コ ン サ ル志 望 学 生 向け の
「FactLogic」、⻑期インターン紹介の「Intern Street」、若手社会人向けの「G3」、ベンチ
ャー・スタートアップ特化型の人材紹介サービス「Goodfind Career」などがございます。ま
た、ビジネスメディアの「FastGrow」や、入社後の育成を支援する SaaS サービス「TeamUp」
なども提供しています。 
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決算概要 

 
 
それでは、2026 年 2 月期第 1 四半期の決算概要についてご説明いたします。 
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今期の売上高は 6.3 億円、前年同期比で+16.8%、営業利益は 3.0 億円で+32.2%の増益という
結果になりました。全体としては増収増益での着地です。 
 
その要因としては、学生向けサービス、特に「Goodfind」を中⼼とする領域の成⻑が寄与し
ています。一方で、社会人向けサービスおよびメディア・SaaS 分野については減収傾向が継
続していますが、それを補って余りある形で学生向けの事業が伸⻑しました。この学生向けサ
ービスの成⻑の背景としては、会員の利用状況およびマッチング精度の改善が挙げられます。
2023 年から取り組んできた改善活動の成果が現れ始め、前年同期比では+24.4%の売上成⻑を
達成しました。 
 
社会人向けサービスでは、候補者数や面談数の減少に伴い、入社決定数も減少傾向にあります。
この結果、売上も苦戦しています。メディア・SaaS 分野（FastGrow や TeamUp など）につ
いても、メディア掲載案件の減少により、前年同期比で-28.2%の減収となりました。 
 
一方、販売費および一般管理費については、3.1 億円で前年同期比+6.1%の増加にとどまり、
前年並みの水準を維持しています。この結果、営業利益率は 48.4%と非常に高い水準で着地し
ました。 
 
ただし、先ほども申し上げた通り、新卒人材紹介の成功報酬は「入社月」に売上計上されるた
め、毎年 4 月を含む第 1 四半期に売上・利益が集中する傾向にあります。そのため、通期予想
に対する進捗率は記載しておりません。 
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売上高の四半期推移を見ていただくと、第 1 四半期に売上が集中している傾向となっており、
Goodfind の成功報酬が計上されるタイミングである 4 月の入社が影響し、第 1 四半期が最大
の売上となっております。 
 
過去の実績と比べると、2024 年 2 月期が 4.8 億、2025 年 2 月期が 5.4 億、今回の 2026 年 2
月期が 6.3 億と、年々第 1 四半期の売上高が増加している傾向となっております。 
 
内訳としては、学生向けサービスが前年同期比+24.4%の成⻑を達成し、連結全体の増収に大
きく寄与しました。社会人向けは候補者数や面談数の減少により減収、メディア・SaaS 分野
は FastGrow などで案件数の減少が見られ、前年同期比でマイナスとなっています。 
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販管費につきましては、第 1 四半期で 3.1 億円となり、前年同期比で+6.1%の増加です。です
が、これは特定のイレギュラー要因によるものではなく、全体としては事業の成⻑に伴う⾃然
な増加です。 
 
また、販管費については季節的な変動が少ない費用であるため、年間を通じて比較的安定した
推移を見せております。コスト構造としては、前年並みの構成を維持しながら、収益性の向上
を目指して進めております。 
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営業利益は 3.0 億円で、前年同期比+32.2%の増益となりました。 
 
ただし、学生向けの成功報酬が入社月に計上される特性上、第 1 四半期に営業利益が集中しや
すく、営業利益率は 48.4%と、非常に高い水準で着地しておりますが、これは季節性の影響が
強く働いた結果でもあります。 
 
過去の傾向を見ても、第 2 から第 4 四半期は営業利益が下がる傾向があり、場合によっては営
業損失になることもございます。そのため、今後は第 2 四半期以降でどれだけ利益を確保でき
るかが、通期の収益性に大きく関わってくると考えております。 
 
引き続き、Goodfind の成⻑を支えつつ、社会人領域やメディア・SaaS 分野の改善にも取り組
み、全社として持続的な利益成⻑を目指してまいります。 
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⾃己資本比率は 67.2%と引き続き高水準で、財務健全性を維持しています。⾃己株式の取得も
継続しており、前期末比で 1,000 万円の増加となりました。 
 
次に、弊社において特徴的な貸借対照表項目として「前受金」がありますので、本日はそちら
の内容についてもご説明いたします。 
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前受金は、サービスの特性に応じて大きく 2 つの類型に分かれます。 
 
1 つ目は「契約サービスに関連する前受金」です。これは、主にコンサルティングサービスや
メディアサービスを提供する際に、契約時に一括で入金いただき、サービス提供の進捗に応じ
て売上計上し、前受金を取り崩していく流れです。したがって、入金と売上のタイミングには
一定のギャップがあり、未履行の契約部分が前受金として残ります。 
 
2 つ目が「成功報酬に関連する前受金」です。こちらは人材紹介サービスに該当し、学生が企
業から内定を承諾したタイミングで請求・入金が行われ、その後、入社が確認された段階で売
上計上されるという構造です。なお、入社前に辞退が発生した場合は、全額返金が原則となっ
ており、売上にはなりません。 
 
それぞれの前受金は、サービスの契約形態と収益認識のタイミングの違いにより、性質が異な
ります。契約サービスに関しては将来提供予定のサービスへの売上見込みとして主に進行期及
び来期の売上に、成功報酬に関しては、入社予定者に対する成果報酬の売上見込みとして主に
来期の売上に関係性があるという位置づけになります。 
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これらの前受金の構造は、Goodfind のビジネスモデルと直結しています。Goodfind では、学
生には無料で提供されるプラットフォーム上で、企業の採用課題に応じて 3 つのサービスモデ
ルを展開しています。 
 
① 成功報酬型人材紹介サービス：面談・セミナー参加情報などをもとに、企業の求人に合う
学生を個別に紹介し、入社時に成果報酬が発生する形態。これが「成功報酬に関連する前受金」
に該当します。 
 
② 人材紹介一体型コンサルティングサービス：企業の採用目標達成に向けて年間コンサルテ
ィングを実施し、基本料金＋成果に応じた報酬が組み合わさったハイブリッド型。基本料金部
分が「契約サービスに関連する前受金」、成果報酬部分が「成功報酬に関連する前受金」に分
類されます。 
 
③ メディアサービス：メディアを通じた情報発信・セミナー企画・ブランディング支援など
で、月額課金やイベント単位の料金体系となっており、これも「契約サービスに関連する前受
金」として扱われます。 
 
つまり、企業との契約形態に応じて、同じ Goodfind というサービス内でも収益認識や前受金
の性質が異なっており、サービス設計の柔軟性が特徴です。 
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次に、四半期ごとの前受金残高の推移をご紹介します。2026 年 2 月期第 1 四半期の前受金合
計は 5.3 億円で、前年同期末比+55.4%の増加となりました。 
 
内訳としては、契約サービスに関連する前受金が 4 億円（前年同期比+1.86 億円）、成功報酬
に関連する前受金が 1.3 億円（前年同期とほぼ同水準）となっております。 
 
契約サービスに関連する前受金が増加した背景には、2026 年卒・2027 年卒向けの受注が堅調
に推移したことがあり、企業の採用ニーズが継続的にあることを示しています。一方、成功報
酬型については、前年と同水準で推移しており、成功報酬型人材紹介サービスに係る内定承諾
金額の実績が前年並みであったことを示しています。 
 
このように、前受金残高は、今後の売上に関して見込みのあるストックとして一定の先行指標
的な意味合いを持ちます。契約サービスに関しては進捗に応じて今期及び翌期に売上として計
上され、成功報酬に関しては来年 4 月（入社月）に一括で計上される構造となっております。 
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改めまして、今回の第 1 四半期は増収増益という形での着地ではありましたが、第 2 四半期・
第 3 四半期以降の営業損益の推移を見ても、やはり第 1 四半期以外の四半期で安定的に利益を
出すという部分については、まだまだ課題が残っていると認識しております。 
 
新卒領域の成⻑はもちろんですが、現在やや減速傾向にある中途領域など他の事業についても、
しっかりと復調させながら、成⻑軌道に戻していけるように、経営陣及びメンバー一同、引き
続き全力で取り組んでまいります。 
 
次回の第 2 四半期の決算説明に向けても、しっかりと成果を出していけるよう推進してまいり
ますので、引き続き応援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
本日はお忙しい中、ご参加いただき誠にありがとうございました。 
 

以 上 
 


